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1 俳優と は 何 か 

講義の 題目 は 俳優 倫理と いうので すが、 俳優 倫理と 

いう 言葉 は 今日まで どこでも 使われた 例 はない と 思い 

ます。 この 研究所で 初めて そういう 講義の 題目 を 作つ 

たのです が、 元来、 この種の 問題に 関して 今日まで 纏つ 

た 意見と いう もの は 恐らく 東西 を 通じて 発表され てな 

いだろうと 私 は 思います。 しかし、 俳優 を 単に 芸術家 

として だけでなく、 人間と して 論じた 人 は 沢山 ある。 

そういう 議論 を 通じて 見ます と、 社会が 俳優に いった 

い 何 を 求め、 又 俳優 を どういう 風に 見て いるかと いう 



才能です。 最後に 人 及び 芸術家と しての 俳優の 理想で 

す。 この 五つの 項目に 分けてお 話 をしたい と 思います _ 

その 前に ちょっとお 断りして おきます けれども、 こ 

こに おいでになる 諸君 をこう して 見渡す と、 年輩の 上 

からい つても 相当の 違いが あるよう だし、 従って 学校 

の 程度なん かも 随分 違って いるよう です。 それで、 私 

の 話 は 一 体 どこへ 標準 をお いて 話 をしたら いい かとい 

うこと を 今日 もみち みちいろ いろ 考えました。 相当な 

年輩で 上級の 学校 を でられた 方 を 標準に して 話せば、 

まだ 若い 中学校 も 終って ない という 人に は 少しむ ず か 

しすぎる。 又、 その 逆に するとい うと、 これ はまた 程 



おきたい。 俳優が 社会人と して、 文化の 担当者と して、 

往々 にして その 自覚が 疑われる という こと は、 つまり、 

俳優と はなん ぞ やという 問題に ついて、 俳優 自身が 徹 

底 的な 考え方 を 今日までして いなかった ところに も 確 

かに 罪が あると 思う。 また、 世間 一般 も 俳優と はなん 

であるか という ことに 就いて、 やはりそう いうと ころ 

まで 考えて みなかった 習慣が 今日まで 残って いる 為 だ 

と 思う。 そこで 俳優と はなん ぞ、 5 俳優が この 世の 

中に ある その 意味 を、 もっと 大きな ところから 考えて 

みなければ ならない。 それが 一 つです。 

もう 一つ その 問題に ついて 考える 準備と して、 いつ 



たい 〔# 「いったい」 は ママ〕 芝居と いう もの はどうい う 

ものである かとい うこと です。 その 問題 もまた 今まで 

芝居と は、 或は 演劇と は、 という 定義が いろいろ 下さ 

れ ている。 それらの 定義が、 やはり、 芝居と いうの は 

こういう もの、 演劇と いうの はこうい う ものであると 

いう、 その 定義の 下し 方が やはり 殆ど 常に、 それ をた 

だ 単に 他の 芸術と 区別す るた めに 作られた 定義に すぎ 

ない のです。 もう 少し むずかしく いうと、 美学的 定義 

という ものが 非常に 多い。 例えば、 美術です が、 絵と 

はこうい う もの、 彫刻と はこうい う もので、 或は 音楽 

と はこうい う ものである として、 それらの 音楽と か 美 



と を 考える 時に、 無論 芝居の 原始的な 古い 起り という 

もの は 実際に はわから ない。 いろいろな 研究の 結果 ほ 

ぼ 推定で きる、 想像が つくと いう 程度の ものです が、 

しかし、 まず、 今日まで 残って いるいろ いろな 記録 だ 

とか、 或は 学者の 研究した 資料と いうよう な もの を 通 

じて、 今日で は ほぼ 見当が ついている。 それ は、 結局 

人間が 芝居と いえる ような もの を 始めた の は、 一 つの 

人間の 集団生活、 < 間が 集って 生活 をして いるな 

かで、 その 集団生活に は 常につ きもので あると ころの 

お 祭、 そのお 祭の 行事と して 行われた もの だとい うこ 

とが 推定され る。 つま リ 芝居と お 祭と いう ものが 切つ 



を 云いました けれども、 しかし 一方こう いう ことが ま 

た 云える。 職業的な という 言葉 を余リ 現代 風に 解釈し 

てはいけ ません。 即ち その 聖職者が 自ら 神の 名に 於て 

一 般 民衆に 接する という， ，- と はどうい うこと かとい う 

と、 それ は 決して 今日い う 所の いわゆる 職業的 必要 か 

ら ではなくて、 それ はまた 同時に 人類が 本能と して 

持って いる 自己の 理想化と いう ことの 一 つの 現われな 

のです。 自分に 理想的な 姿 を 与える、 自分 を 理想的な 

姿に 於て 空想す る、 —— 寧ろ 幻想す ると いう 言葉 を 使 

いたい —— そういう 一 つの 夢 を 抱いて いる、 そういう 

もの を 自分の 頭の 中に 描き出す、 という、 そういう 人 



たものに ラジオが あります。 ラジオで は 一 つの 物語な 

り、 或は ラジオ. ドラマな ど をき かせます が、 ラジオ 

は 元来 声 だけで きく ものである。 音響 だけ を 頼りに 一 

つの 現実に ふれる 訳です。 それ 故、 一面から いえば、 

ラジオ. ドラマと いう もの は、 音の 効果、 或は 声の 効 

果 という もの だけ を 使って、 そこに 一 つの ものが 仕組 

まれた ように 考えられ ている。 しかし 実際 はそう では 

ない。 もし 単にそう いう もので あれば、 ラジオ • ドラ 

マと いう もの は 非常に 単調で 味い の 浅い ものに なリま 

す。 むしろ、 それ 位なら ば 純粋の 音楽 をき いている 方 

がいいよ うな ものです。 ところが、 ラジオ • ドラマと 



と は 私 は 思わない。 むしろ 元来こう あるべき もので あ 

ると いう ことこ そ、 俳優と はなん ぞ やという 問題に 最 

もよ く 答え 得る ことなので、 その 点 を 忘れた 所謂 俳優 

と はなん ぞ やという 問題へ の 回答 は 殆ど なんら 価値 は 

ない。 少く とも 私の 話 を 通じて、 その 原則 を 頭に おい 

ていた だきたい。 そうして 初めて、 現在の 演劇の 問題、 

現在の 俳優の 問題に ふれて 行く ことができ、 そこに 初 

めて みなさんの 立派な 態度と いう ものが 生れて くるわ 

けです。 

2 俳 憂の 天職 



於て 十六 世紀に は 寺院 を 劇場と して 芝居が 演じられた 

ことがあ るのに、 それと さほど 隔 つてい ない 時代に、 

寺院から 全く 演劇が 排斥され たこと が 事実あります。 

日本の 芝居の 歴史 を 考えて 見ても やはりそう なので、 

所謂 出 雲の 於 国が 神社の 巫女であって、 しかも、 その 

神社の 祭礼の 行事と して、 京都で 日本 最初と いわれる 

歌舞伎 を —— 今日と まるで 形 は 違います けれども —— 

やった。 そこに は 神社との 密接な 関係が あつたの であ 

リ ますが、 次第に 徳川 時代に なって、 歌舞伎 芝居と い 

う ものが 全くそう いう 宗教と は 縁の ない ものに な つ て 

きた。 そういう 時^は 芝居と いう ものに ついて 全く そ 



い。 人間の 夢と 私 はいいました けれども、 人間の 夢と 

いう もの は 実に 厄介な ものである。 非常に 美しい 夢 も 

ある けれども、 しかし、 美しい ばかりが 夢で はない。 

人間 は 複雑で ある。 その 人間が 複雑で ある ほど 夢も複 

雑な のであります。 人間 は 神に 近づこう という ことば 

かり を 夢想して いるので はない。 人間 は 自分に いろい 

ろな 弱点 を もっている。 そして、 そのいろ いろな 自分 

の 弱点 を、 ある 時 は 否定し、 ある 時 は 肯定し、 ある 時 

は それ を 抑圧す る けれども、 ある 時 は それ を 利用す る _ 

人間 は 様々 の 欲望 を 様々 な 形で とげようと 望んで いる 

一 つの 動物な のです。 そこで 人間と いう もの を 必要 以 



ますと、 これ は 日本ば かりではありません が、 俳優の 

仕事 そのもの を、 余り 尊敬すべき 仕事で ない と 考える 

ような 一 つの 偏見が 先ず ある。 もう 一 つ は 俳優に なつ 

ている 人、 即ち 俳優 自身に ついても、 その 日常の 生活 

や 社会人と しての 行動 や、 職業意識の 現れな どから、 

これ を 普通の 人間と して 尊敬で きない もので あるかの 

ような 考え方 をす る ものがない でもない。 みなさん は 

俳優 を 志望す るに 当って 周囲の 眼が なに を 語って いた 

か、 思い起す ことができる でしよう。 おそらく、 それ 

は 複雑な もので あ つたろうと 思います。 

俳優の： H 事 自体に 対する IP 見、 俳優 を 人間と して 見 



いずれに もい い 所が ある。 絶えず 俳優ら しく、 俳優と 

しての 意識 を もち、 平生 も 恰も 芝居 をして 居る かの 如 

き 心 懸け を 以て 人に 接して いるの を 見れば、 確に その 

人が 本当に 優れた 俳優なら、 ある 意味で は 立派で あり 

ます。 恰もい い 役者が いい 芝居 をして いるの を 楽しむ 

ように、 その 俳優に 会って いる 間 は、 相手の 人間 は 楽 

しい。 現にそう いう 印象 を 味った ことが 度々 私 は ある _ 

ところが 一 歩 退いて 考えて 見ます と、 そういう 態度で 

人に 接して いる 俳優が 一 旦 俳優で ある ことの 必要が 少 

しもない ような 場合、 果して それ を 押し通して 不都合 

はない か。 普段 その 人 を 俳 憂と して 見る 時なら ば、 非 



常に 魅力の ある その 人の 態度な り、 応 待の 仕 振りな り、 

或は 生活の 仕方なり が 逆に 不愉快な ものに なった 経験 

を 私 は 持って いる。 さっき 云った ジ ヤン. ジャック. 

ルソ ー の 如き 思想が 生れる の は、 実は 俳優と いう もの 

は 多少 いつでも 「お 芝居」 をして いるもの だとい う、 

そういう 基礎 観念に 基いて いるので す。 俳優と いう も 

の は、 人に 会っても、 どこかに その 舞台の 上で ある 役 

を 演じて いるよう な、 そういう 意識が ある もの だ、 こ 

ういう 基礎 観念が あるから こそ、 俳優と いう もの は ど 

こか 信用が できぬ、 油断が ならぬ という 考え方が 生れ 

る わけです。 



は、 自分の 人間的 魅力と いう ものに 対して、 そう 自信 

はない。 美しい と 誰からで も 云われる 人が ややそう い 

う 自信 を もっていて、 それが 時に よると、 人 を 反撥 さ 

せる ことに もなる のであります が、 俳優 はいろ いろの 

意味で、 人間の 魅力と はなに かとい うこと を ちゃんと 

心得て いるので あります。 そして 自分 はそう いう もの 

によって 人から 愛されて いる こと を 自覚し、 そこに 生 

活の 一切 を 委ねて いるので す。 この 自分の 役 を 立派に 

演ずる という ことが、 俳優の 他の 普通の 人間と 違った 

一 つの 特徴です。 それでこそ 立派な 俳優と 云える の だ 

と 私 は 思います。 そういう 態 S で 生きて いる こと は、 



今度 は 逆に 自分の もつ ている あらゆる 肉体的 精神的 魅 

力 を 駆使して、 舞台の 上で 与えられた 役 を、 十分に 演 

じ 活かす ことの 訓練になる のです。 

そうであって、 初めて、 自分 以外の ある 人物の 魅力 

を 頭の なかで 立派に 作り上げて、 観衆 を 楽しませる 能 

力が あると いう わけです。 ですから、 俳優の 立派で あ 

るか、 へつ ぼ こで あるかと いう こと は、 それ は 決して 

舞台の 上に あがって、 ある 役 を 演じて はじめて わかる 

ので はない。 平生、 彼が 人間と して、 どこか 素晴 しい 

魅力が あるかな いかと いう ことで 判断が つくので あり 

ま ^9 



の を 立派に 表現す る 能力、 技術、 心掛け を 持つ ことが 

絶対必要 であります。 そこで、 俳優 は、 ある 点 だけで 

は少 くと も 普通の 人 以上で なければ ならない という こ 

とがわ かります。 さて それならば、 俳優と して どうい 

う 点 だけ は 人並 以上で なければ ならない か、 それ を 俳 

優の 素質と いう 問題で お 話 致します。 

3 俳優の 素質 

A 精神的 素質 



察 力 も 非常に 貧弱で ある。 或は 殆どそう いう ものが な 

いという ような 俳優で、 感性 一点張りで 役者 をして い 

る 相当な 役者が います。 ， J ^ j で 名前 を い うと 悪 いから 

いいません が、 日本の 旧劇の 役者で は 相当な 名優と 

いっても いい 役者で ありながら、 想像力と 観察力 は殆 

んど ゼロ、 一般の 社会の 人の 中 以下であって、 ただ 感 

性と いう もの だけが ずば抜けて 高い。 その為に ああい 

ぅ芸を ちゃんと 身に つけて、 而も それ を 立派に 護り 育 

てて くる。 そういう 人が いる。 殊に 歌舞伎の ような 芝 

居で は、 それで ある 程度い い。 だが、 ここで 話して い 

るの は、 歌舞伎の 俳優 を 標準に している ので はあり ま 



例えば 諸君のう ちに は、 既に 舞台の 経験 を 積んだ 人が 

いる。 そういう 一人 を 初めてみ て、 これ は 俳優 だとい 

い あてる ものが あったら、 これ は 観察の 天才です。 殊 

に 新劇の 俳優と いう ものな ど を、 そう 誰でも、 俳優 だ 

といい あてる こと はでき ません。 しかし、 そういう 風 

にぴた つ と 当てないでも 面白い 返事と いう もの は ある _ 

非常に 俳優と いう 観念に あてはまらない、 新しい 一 人 

の 俳優に 対して、 この 人 は 何 をして いる 人だろう と 

いった 場合、 それの 面白い 返事 は 何かとい うと、 非常 

に それと 近い か、 或は かなり 遠い けれども、 その 職業 

と 俳優と は 一点 共通な もの を 持って いる、 他の 面で は 



い。 そうして、 それ を 相手に いわなければ 少しも 失礼 

ではない。 この 点数の つけ 方と いう もの は、 これ は 又 

一 つの テストになる。 点数 をつ ける その 人の テストに 

なります。 ですから、 私が 諸君と 一緒に どっかへ 行く。 

偶々、 乗物の 中に 並んで いる 人達 をみ て、 ABC とい 

う 名前 をつ ける。 それから みなさんに 点数 をつ けて 貰 

う。 どれが 一 番人 間と して 魅力が あるか、 そして、 そ 

の 答 を 私が 見る。 そうすると、 あなた 方の 観察力が わ 

かる ばかりでなく、 これ は 想像力の テストに もなる。 

感性の テストに もなる。 つまり、 俳優の 素質の 大部分 

が テスト されます。 結局、 あなた 方 はどうい う 人間 を 



惑です。 普通の 記憶力、 或は 普通 以上の 記憶力 を もつ 

ている 人に 非常に 迷惑です。 共同作業 としての 演劇 を 

妨げる ものです。 これ も 決して 先天的と 限る わけに い 

きません。 記憶力 は 最も 確実に、 訓練す る ことによ つ 

て えられる ものです。 しかし、 また 一 通りの 訓練で は 

どうに もなら ない 程に 記憶力の 鈍い 人 もあります。 

B 肉体的 素質 

肉体的 素質 を 大きく 分けて、 容貌 姿態と 声の 二 つと 

します。 普通 肉体的 条件と 云います と、 顔が 綺麗で あ 



普通、 男の人で も 女の人で も、 顔が 綺麗 だと 男の人 

なら 美男、 女の人な らば 美人と いうが、 それと、 俳優 

としての 肉体的 条件から 云って、 その 顔が 美しい、 或 

は 姿に 魅力が あると いうの と は 少し 意味 合が 違う。 マ J 

れを 十分に 知っていなければ ならない。 大体 人間の 顔 

が 綺麗 だと か、 姿が 好い とかいう の は、 勿論 一 つの 常 

識 的な 標準に 従って、 それ を 決める の だけれ ども、 そ 

こに は 又 万人の 好み も ぁリ、 国 や 時代に よっての 標準 

の 差異な どが あって、 今日 すべてに 共通な 美の 尺度と 

いう もの は、 きめる わけに はいきません。 まして、 ど 

の 程度に 綺麗 だとい うこと は なかなか 云えない。 それ 



吸収し、 それによ つて 生活の 規準 をより 高い ところに 

築いて いるか どうかと いう ことです。 しかし、 例えば、 

女の人で いうと、 尋常 小学校で やめて しまった 人と 女 

学校 以上の 学校に 行った 人と では それ は 勿論 家庭の 空 

気に もよります けれども —— およそ 声の 出し 方、 声の 

性質が 違う ものです。 必ずしも、 どっちが 立派 だと は 

云えません。 其の 他の 条件が 加わり ますから。 しかし、 

違う こと は、 それだけで 違う。 男の 場合で もそう です。 

例えば、 肉体労働者と 精神労働 者 は 声が 非常に 違う。 

これ は 教養に よっても 声が 鍛えられる という 証拠です。 

そういう ように、 肉： K: と精坤 という もの は、 俳優の 場 



合に は少 くと も 密接な 関係が あるので あります。 肉体 

的な 素質と いう ことで 容貌 姿態と 声と 二 つ を 挙げ まし 

たが、 この 何れも、 ただ それだけの 価値で は 絶対的な 

ものでありません。 必ず 精神的な 要素が、 それに 加つ 

て、 俳優の 肉体的な 素質 は 高められる ものである とい 

うこと を 先ず 知るべき であります。 これで 俳優の 素質 

と いう こと を ざ つ と 話しました。 

4 人 及び 芸術家と しての 俳優の 理想 

これ は 俳優に 限らない、 社会の いろいろな 部門で 働 



と、 或は 俳優の 方から いうと、 あの 演出家 はちつ とも 

こ つちの やりたい こと を させて くれないと いうよう な 

ことな ど、 いろいろ 妙ない きさつが 起る。 演出家と 俳 

優との 間に は、 いろいろな 段階が ある、 いろいろな 組 

合せが ある、 という こと を 考えない から、 そういう こ 

とになる のです。 これ は 実際 舞台に 立つ 場合、 或は 力 

メラの 前に 立つ 場合に、 そのこと を 十分 考えて いなけ 

れば 愉快な 仕事が できません。 

作者と 俳優との 関係に ついてい いますと、 俳優の こ 

と を 西洋で は インタ プレ ） ^と いう 言葉 を 使つ ている _ 

これ は 普通、 通訳と いう 意味に 使う のです が、 ここで 



は 通訳で はない。 作者の いおうと する こと を 代って い 

う 役と いう 意味です。 そういう 意味で 俳優の こと をィ 

ン タプレ ） ^といい ます。 そうすると、 これ は 作者の 

代弁者です。 作者が 自分の 作品の なかで、 ある 人物 を 

創り 出す。 すると その 人物 を、 一 人の 俳優が、 作者の 

思いのままに 舞台の 上で 表現して くれる。 この 俳優と 

作者との 関係と いう もの は、 実に 密接な 関係です。 作 

者に とって は、 俳優が あって 初めて 自分の 芸術が 一般 

観衆の 心に 訴えられ ると 同時に、 俳優の 方から いうと、 

優れた 作者が あって 初めて 自分の 才能 を 引き出して 貰 

える のです。 



分の 芸 という ものに ついて、 自分自身で その 価値 を 厳 

密に 判断す る ことができない。 これ は 俳優と いう 仕事 

の 一 番の 弱味で も あり、 また、 その為に 独特の 自信が 

つくので あります。 もう 一 つ は 俳優の 芸術と いう もの 

は、 瞬間 的な ものです。 これ を 押しす すめて 行く その 

俳優が 舞台 を 退けば、 あとに は 名前 だけし か 残らない。 

記録に とって とれない こと もありません が、 まず 俳優 

として は、 その 作り出した ものが 永久の 生命 を もつ も 

のでありません。 ここに 若干 また、 刹那的 満足 を 追う 

傾向が 生れます。 

そこで、 私 はこ こで 皆さんに こう 云つ て 置きた い I 



I 「よろしい。 スタ —になったら、 威張りなさい。 幾 

ら でも、 偉い 顔 をなさい。 しかし、 その 偉い 顔の 中に 

も、 なお 且つ 人 を 反撥 させない 魅力がなくて はいけ ま 

せん。 堂々 と、 しかも 程よ く、 存分に、 スタ— たるの 

悦び を 満足なさい」 

そのために は、 やはり、 人間と しての 巧まない 魅力 

がなければ 駄目です。 ところが、 そこまで 人間と して 

の 修業が 出来て いる 女優が、 フランスに ありました。 

この サラ. ベ ルナ アル は、 実に 世界で 芝居が 始 つて 以 

来の 大スタ —であります。 

実に スタ ー らしい スタ ー であり、 また 同時に、 自分 



がスタ ー である ことの 満足 を 一 生 持ち続け ていた 女優 

です。 その スタ— らし さとい う もの は、 誠に 普通の 常 

識 では 考えられな いくらい 見事な ものでした。 その 云 

うこと、 なすこと は 実に 大袈裟、 傍若無人 である。 そ 

の 辺の 若い 作家な ど は、 そばへ 行く と 頭 をな でられる。 

男 はすべ て、 自分の 坐って いる 足下に 跪いて 御機嫌 を 

とらなければ 承知し ない、 というよ うな 傍若無人 さで 

あった けれども、 その スタ— 振リ のなかに、 大女 優と 

しての 貫禄と その 魅力、 殊に 女性と しての 輝く ばかり 

の 美し さ を、 絶えず 保って いたと いう ことが、 サ ラ- 

ベ ルナ アル を まったく 奇蹟 的な 例外的な 存在と したの 



です。 サラ. ベ ルナ アルより 才能に 於ても また その 素 

質に 於ても 劣って いて、 しかも 偶然の いろいろな 機会 

に 恵まれて、 一躍 スタ— になった ような 俳優が、 サ ラ- 

ベ ルナ アル を 真似 すれば、 それ は 滑稽 以上の もので は 

ない。 周囲の もの は、 蔭で 舌 を 出して 笑って いる こと 

でしよう。 そういう 光景 も 私 はや はり 見て おります。 

大体 これで 皆さんに 話して おきたい こと は 云い 尽し 

ましたが、 もう 一 っ附け 加えます と、 職業 人と しての 

誇りと 嗜 みとい うな かで、 いわゆる、 役の 軽重と いう 

問題に ついて お話した いと 思います。 

よく 芝居な り 映画な りで、 役が 軽す ぎる とか 小さす 
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